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那須大八郎 椎葉の地に降り立つ
　悠

ゆ う

久
きゅう

の時を越え 鶴富姫との再会叶
か な

う
椎葉平家まつり2008（平成20年11月９日撮影）



琵び

琶わ

法ほ
う

師し

が
伝
え
る
「
平
家
物
語
」

の
あ
ま
り
に
も
有
名
な
こ
の
一
説

ど
ん
な
に
名
誉
や
富
が
あ
っ
て
も

必
ず
衰す

い

退た
い

す
る
の
だ
と

椎
葉
に
伝
わ
る
鶴
富
姫
と
那
須
大
八

郎
の
悲
恋
物
語
の
始
ま
り･･･

祇ぎ

園お
ん

精
し
ょ
う

舎じ
ゃ

の
鐘
の
声　

諸
し
ょ
　
ぎ
ょ
う
　
む
　
じ
ょ
う

行
無
常
の
響
き
あ
り

沙し
ゃ

羅ら

双そ
う

樹じ
ゃ

の
花
の
色　

盛
じ
ょ
う

者し
ゃ

必ひ
っ

衰す
い

の
理

こ
と
わ
り

を
あ
ら
わ
す

お
ご
れ
る
人
も
久
し
か
ら
ず　

た
だ
春
の
世
の
夢
の
ご
と
し

た
け
き
者
も
遂
に
は
滅
び
ぬ　

偏
ひ
と
え

に
風
の
前
の
塵ち

り

に
同
じ
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一い
ち

ノの

谷た
に

、
屋や

島し
ま

と
源
氏
の
追
討
を
逃

れ
な
が
ら
も
、
一
門
の
再さ

い

興こ
う

を
夢
見
た

平
氏
一
族
。
一
一
八
五
年
、
壇
ノ
浦
の

戦
い
に
そ
の
夢
が
散
り
、
大
海
の
藻も

屑く
ず

と
な
っ
た
者
の
他
に
も
、
荒
れ
る
海
を

渡
り
、
平
氏
の
血
を
絶
や
す
ま
い
と
、

九
州
山
地
の
奥
深
く
に
散
り
散
り
と

な
っ
た
中
で
、
こ
こ
椎
葉
ま
で
辿
り
着

い
た
の
が
、
平

た
い
ら
の

 

清き
よ

盛も
り

の
末ま

つ

裔え
い

と
い
わ

れ
る
「
鶴
富
姫
」
を
は
じ
め
と
す
る
ご

く
少
数
の
者
た
ち
で
あ
っ
た
。

　

刀
も
槍や

り

も
捨
て
、
後
の
世
に
わ
ず
か

な
希
望
を
持
っ
て
、
細
々
と
し
た
暮

ら
し
を
続
け
て
い
た
の
だ
が
、
鎌
倉
の

追
求
は
厳
し
く
、
つ
い
に
、
九
州
山
地

に
隠
れ
住
む
平
氏
の
落
人
た
ち
の
存
在

を
知
る
と
、
弓
の
名
手
「
那な

す
の須

与よ

一い
ち

宗む
ね

高た
か

」
に
追
討
の
命
を
下
し
た
。

　

病
の
与
一
に
代
わ
っ
て
兵
を
率
い
て

椎
葉
山
中
に
き
た
弟
「
那な

須す

大だ
い

八は
ち

郎ろ
う

宗む
ね

久ひ
さ

」
は
、
か
つ
て
の
栄え

い

華が

は
微み

塵じ
ん

も
な

く
、
肩
を
寄
せ
合
っ
て
暮
ら
し
て
い
る

平
氏
の
姿
を
目
に
す
る
と
、
世
の
哀あ

わ

れ

を
感
じ
、
こ
れ
を
討
ち
取
る
こ
と
は
人

の
道
に
も
劣
る
と
悟
り
、屋
敷
を
構
え
、

農
耕
の
方
法
な
ど
を
伝
え
、
平
氏
の
守

り
神
「
厳

い
つ
く

島し
ま

神じ
ん

社じ
ゃ

」
を
建
立
し
、
深
く

彼
ら
を
い
た
わ
っ
た
。

　

そ
の
間
に
那
須
大
八
郎
と
鶴
富
姫
は

恋
仲
と
な
り
、
末
長
く
こ
の
椎
葉
の
地

に
住
む
こ
と
を
約
束
し
た
の
だ
が
、
鎌

倉
か
ら
の
帰
国
の
命
が
あ
り
、
す
で
に

身
ご
も
っ
て
い
る
鶴
富
姫
に

「
産
ま
れ
て
く
る
子
が
男
な
ら
ば
、
本ほ

ん

国ご
く 

下し
も
つ
け野

の
国
に
よ
こ
し
な
さ
い
。
女

な
ら
ば
こ
の
地
で
育
て
る
が
よ
い
」

と
、
鎌
倉
の
目
が
決
し
て
再
び
、
こ
の

地
に
向
け
ら
れ
る
こ
と
の
無
い
よ
う
、

住
み
慣
れ
た
平
和
の
地
、
椎
葉
を
後
に

し
た
。

　

そ
の
後の

ち

、
月
満
ち
て
生
ま
れ
た
女
の

子
に
婿む

こ

を
迎
え
、那な

須す

下し
も

野つ
け

守の
か
みと

呼
び
、

末
長
く
椎
葉
の
地
を
治
め
た
と
伝
え
ら

れ
て
い
る
。

　

こ
の
地
に
残
る
「
鶴
富
屋
敷
」
は
、

正
式
に
は
「
那
須
家
住
宅
」
と
言
い
、

藤
原
時
代
の
神
殿
造
り
を
今
に
残
す
、

貴
重
な
文
化
遺
産
で
あ
る
。
椎
葉
の

人
々
に
は
、
鶴
富
姫
と
那
須
大
八
郎
の

悲
し
く
も
、
は
か
な
い
恋
物
語
の
舞
台

と
し
て
、
古
く
か
ら
語
り
伝
え
ら
れ
て

き
た
場
所
で
も
あ
る
。
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【まつりの主役】中央の左から那須大八郎の尾前義
よし

文
ふみ

さん（27歳・尾向水無）、鶴富姫の椎葉元
もと

子
こ

さん（22歳・尾向追手納）、
　　　　　　　　観光しいばの井手三

み

緒
お

さん（19歳・上椎葉下１）　（11月９日・中央ステージ）

多
彩
な
催
し
に
沸
く

　

秋
の
椎
葉
路
を
彩
る
「
椎
葉
平
家

ま
つ
り
２
０
０
８
」
が
11
月
７
日
か

ら
の
三
日
間
、
上
椎
葉
の
鶴
富
屋
敷

と
役
場
周
辺
を
メ
イ
ン
会
場
に
行
わ

れ
ま
し
た
。
今
年
は
台
風
の
影
響
を

受
け
ず
、
ま
つ
り
に
合
わ
せ
た
か
の

よ
う
に
紅
葉
が
見
ご
ろ
で
、
暖
か
く

過
ご
し
や
す
い
初
日
を
迎
え
た
の
で

す
が
、
二
日
目
か
ら
は
降
水
確
率
が

１
０
０
パ
ー
セ
ン
ト
、
特
に
三
日
目

は
雨
足
が
激
し
く
、
パ
レ
ー
ド
も
中

止
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
三
日

間
に
訪
れ
た
の
は
県
内
外
か
ら
約

一
万
六
千
人
。
雨
の
影
響
で
昨
年
よ

り
五
千
人
少
な
か
っ
た
も
の
の
、
傘

を
さ
し
、
買
い
込
ん
だ
お
み
や
げ
を

手
に
し
た
来
場
者
は
、
八
百
年
前
の

大
和
絵
巻
や
郷
土
芸
能
を
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。

緊張気味の二人。子ども大八郎の
黒木航

こう

基
き

くん（大河内小３年）、子ども
鶴富姫の那須結

ゆ

心
み

さん（鹿野遊小３年）
（11月９日）

小雨の中、傘をさしてパレード。子ども
鶴富姫の岡村ひばりさん（松尾小４年）、
子ども大八郎の長友大

たい

雅
が

くん（椎葉小３年）
（11月８日）

椎
葉
平
家
ま
つ
り

よ
み
が
え
る
大
和
絵
巻

　
　

悲
恋
伝
説
を
あ
で
や
か
に



椎葉神楽保存連合会によるパレード。平成３年に国の重要無形民俗文化財に指定された
椎葉神楽は、村内27地区で伝承されている

椎葉の数多くの民謡を披露。季
節ごとの仕事に合わせて歌われ
ている

尾八重ひえつき節保存会が、歌に合わせ
て踊りを披露。観客も交代で稗

ひえ

つきを体
験。テンポ良く臼の中央へ杵を振り下ろ
していく

総勢300人による街頭パレード。平家
方と源氏方が一緒になり、ふれあい広
場で記念撮影

　　手に鈴と太刀を持ち力強く華麗に舞う小崎神楽「かんしい」



�Public Relations of  SHIIBA 2008（H20）12月号

椎葉平家まつり２００８

平家の里　コンサート
　　〜八代亜紀・椎葉に歌う〜
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椎葉平家まつり２００８　関連イベント表彰

村
政
功
労
者
表
彰

■
社
会
福
祉
功
労
者

　

黒
木　

隆
夫
（
79
歳
・
吐
野
々
）

　
　

元 

主
任
児
童
委
員
（
３
期
10
年
）

　
　

元 

社
会
教
育
指
導
員
（
15
年
）

　

黒
木
八
重
子
（
78
歳
・
上
椎
葉
上
１
）

　
　

元 

民
生
委
員
児
童
委
員
（
10
期
30
年
）

　

黒
木　

重
友
（
68
歳
・
栂
尾
）

　
　

元 

民
生
委
員
児
童
委
員
（
６
期
18
年
）

　
　

元 

栂
尾
区
長
・
公
民
館
長
（
６
年
）

　
　

元 

社
会
教
育
委
員
（
５
年
）

■
産
業
振
興
功
労
者

　

那
須　

瑞
穂
（
79
歳
・
大
久
保
）

　
　

元 

農
業
委
員
（
４
期
12
年
）

　
　

元 

鹿
野
遊
区
長
・
公
民
館
長
（
７
年
）

　

那
須　

重
喜
（
73
歳
・
上
松
尾
）

　
　

元 

農
業
委
員
（
７
期
21
年
）

　
　

元 

認
定
農
業
者
選
任
ア
ド
バ
イ
ザ
ー（
３
年
）

　
　

現 

各
統
計
調
査
員
・
指
導
員▲オープニングセレモニーでの表彰式。

　左から那須重喜さん、那須瑞穂さん、
　黒木重友さん、黒木八重子さん、
　黒木隆夫さん（代理者出席）

農
産
物
品
評
会

■
各
部
門
の
優
等
受
賞
者

　

※
出
品
数
１
８
２
点
（
全
５
部
門
）

【
根
菜
の
部
】

　

那
須
ミ
ス
ミ（
古
枝
尾
下
）・
サ
ト
イ
モ（
赤
）

【
葉
菜
の
部
】

　

椎
葉　

豊
香（
本
郷
）・
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ

【
花か

卉き

の
部
】

　

椎
葉
み
か
さ（
向
山
日
添
）・
デ
ル
フ
ィ
ニ
ウ
ム

【
特
用
及
び
果
実
の
部
】

　

椎
葉　

祐
作（
向
山
日
添
）・
イ
チ
ゴ

【
飼
料
カ
ボ
チ
ャ
の
部
】

　

椎
葉　

一
光（
合
戦
原
）・
飼
料
カ
ボ
チ
ャ

■
椎
葉
の
農
業
ク
イ
ズ
（
全
７
問
正
解
者
）

　

江
崎
フ
サ
子
（
熊
本
市
）

　

中
瀬
久
美
子
（
合
戦
原
）

　

阪
本
み
ど
り
（
合
戦
原
）

■
カ
ボ
チ
ャ
の
重
さ
当
て
ク
イ
ズ

※
答
え
：
大
３
４
・
０
㎏
・
小
２
・
０
㎏

　

大
の
正
解
者　

中
竹 

義
人
（
大
薮
）

　

小
の
正
解
者　

富
高 　

功
（
延
岡
市
）

　
　
　
　
　
　
　

椎
葉 　

妃
（
熊
本
県
錦
町
）

　
　
　
　
　
　
　

山
下 

里
実
（
宮
崎
市
）

▶
優
等
賞
の
飼
料
カ
ボ
チ
ャ
を
使
っ
た

　

重
さ
当
て
ク
イ
ズ

林
業
コ
ン
ク
ー
ル

■
各
部
門
の
優
等
受
賞
者

【
間
伐
の
部
】

　
　

椎
葉　

光
吉
（
桑
の
木
原
）・
ス
ギ

【
苗
木
の
部
】

　
　

椎
葉　

好
美
（
大
藪
）・
ス
ギ

【
椎
茸
ほ
た
木
の
部
】

　
　

椎
葉　
　

豊
（
桑
の
木
原
）

剣
道
大
会
（
小
学
生
）

　
　

会
場
：
椎
葉
小
学
校

■
各
学
年
の
優
勝
者　
※
11
団
体
・
98
人
参
加

【
１
年
生
】
椎
葉　

純
大
（
椎
葉
少
剣
）

【
２
年
生
】
黒
木　

歩
磨
（
攻
玉
館
）

【
３
年
生
】
甲
斐　

慈
玄
（
攻
玉
館
）

【
４
年
生
】
大
平　

将
也
（
攻
玉
館
）

【
５
年
生
】
中
矢　
　

翔
（
諸
少
剣
）

【
６
年
生
】
興
梠　

優
介
（
押　

方
）

【
鶴
富
姫
賞
】
西
田　

瑞
季
（
諸
少
剣
）

【
大
八
郎
賞
】
水
元　

義
樹
（
攻
玉
館
）

※
鶴
富
姫
・
大
八
郎
賞
は
、
声
が
よ
く
出
て

元
気
が
あ
り
、
着
装
と
試
合
態
度
が
優
れ

た
選
手
が
選
ば
れ
ま
す
。

　

平
家
ま
つ
り
の
写
真
を
販
売
し
て
い
ま

す
。
希
望
さ
れ
る
方
は
、
ぜ
ひ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
人
物
写
真
の
販
売
は
、
本
人
が
写
っ
て
い
る

も
の
に
限
り
ま
す
。

※
芸
能
人
等
の
写
真
は
、
肖
像
権
の
問
題
が
あ

る
の
で
販
売
で
き
ま
せ
ん
。

※
平
家
ま
つ
り
以
外
の
写
真
で
も
ご
希
望
が
あ

れ
ば
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場 

総
務
課
「
広
報
し
い
ば
」
係

　
　

☎
０
９
８
２―

６
７―

３
２
０
３

　

甲
斐
写
真
館
（
上
椎
葉
）

　
　

☎
０
９
８
２―

６
７―

２
０
５
６

「
八
代 

亜
紀
」
サ
イ
ン
色
紙

プ
レ
ゼ
ン
ト
！（
抽
選
で
20
名
様
へ
）

　

ゲ
ス
ト
歌
手
・
八
代
亜
紀
さ
ん
の
サ
イ

ン
色
紙
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。
希
望
さ

れ
る
方
は
、ハ
ガ
キ
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　

※
１
月
９
日
（
金
）
ま
で

ま
つ
り
の
写
真
が

購
入
で
き
ま
す
！

▲写真は甲斐写真館で
販売いたします。

■応募先
〒883-1601
宮崎県東臼杵郡椎葉村
大字下福良1747番地20
　椎葉村役場 総務課
　「広報しいば」
　プレゼント係

（敬称略）
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むらのできごと
　

村
内
の
小
学
生
が
加
入
す
る
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
は
、
児
童
数
が
減
少
し
、
団

体
競
技
は
下
級
生
と
上
級
生
が
同
じ

チ
ー
ム
で
プ
レ
ー
。
も
ち
ろ
ん
、
大

会
で
は
珍
プ
レ
ー
や
好
プ
レ
ー
が
続

出
。
観
客
か
ら
は
熱
い
声
援
が
響
き
ま

し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

さ
わ
や
か
秋
季
大
会

（
10
月
25
日
・
村
総
合
運
動
公
園
）

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
部

　

優　

勝　

松
尾
イ
ー
グ
ル
ス

　

準
優
勝　

杉
の
子
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

　

３　

位　

尾
向
ソ
フ
ト

　

４　

位　

小
崎
小
ソ
フ
ト

卓球の部（大河内小）
※中学生と合同練習

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
部優　勝　椎小フレンズクラブ

準優勝　松尾少女バレー
　　※オープン参加
　　　　諸塚少女バレー

剣
道
の
部

【
団
体
戦
】

　

優　

勝　

椎
葉
少
年
剣
道
Ａ

　

準
優
勝　

小
崎
少
年
剣
道

　

３　

位　

尾
向
少
年
剣
道

　

４　

位　

椎
葉
少
年
剣
道
Ｂ

【
個
人
戦
】

１
年
生
の
部　

出
場
な
し

２
年
生
の
部

　

優　

勝　

椎
葉　

知
大
（
椎
葉
）

　

準
優
勝　

桑
原　

一
平
（
椎
葉
）

　

３　

位　

尾
前　

渚
紗
（
尾
向
）

　
　

〃　
　

椎
葉　

花
梨
（
尾
向
）

３
年
生
の
部

　

優　

勝　

那
須　

澪
佳
（
小
崎
）

　

準
優
勝　

尾
前
萌
々
花
（
椎
葉
）

　

３　

位　

黒
木　

響
生
（
小
崎
）

　
　

〃　
　

長
友　

大
雅
（
椎
葉
）

４･
５
年
生
の
部

　

優　

勝　

尾
前
さ
く
ら
（
尾
向
）

　

準
優
勝　

那
須　

杏
理
（
小
崎
）

　

３　

位　

尾
前　

篤
了
（
椎
葉
）

６
年
生
の
部

　

優　

勝　

椎
葉　

駿
輔
（
椎
葉
）

　

準
優
勝　

長
友　

沙
樹
（
椎
葉
）

　

３　

位　

那
須　
　

歩
（
椎
葉
）

「拳
けん

心
しん

会
かい

」格闘技
　空手道

　

尾
向
地
区
に
あ
る
格
闘
技
空
手
道
「
拳
心

会
」
椎
葉
道
場
。
青
少
年
の
健
全
育
成
「
心

技
体
」
の
充
実
を
目
的
と
し
て
、
週
２
回
、

尾
向
小
学
校
で
９
人
が
練
習
を
し
て
い
ま

す
。
競
技
に
は
「
形
」
と
「
組
手
」
が
あ
り
、

組
手
は
面
胴
の
防
具
を
付
け
て
直
接
打
撃
を

行
う
ポ
イ
ン
ト
制
の
競
技
で
す
。

【
競
技
結
果
】

拳
心
会 

第
46
回 

春
季
大
会

　

組
手
２
年
女
子 

優　

勝  

尾
前
七
海

　

組
手
６
年
男
子 

準
優
勝  

椎
葉
一
馬

拳
心
会 

第
47
回 

秋
季
大
会

（
９
月
14
日
・
鹿
児
島
県
霧
島
市
）

　

形　

５
年
の
部 

準
優
勝  

尾
前
慶
貴

　

組
手
２
年
女
子 

優　

勝  

尾
前
七
海

　

組
手
５
年
女
子 

準
優
勝  

尾
前
明
菜

　

組
手
６
年
女
子 

準
優
勝  

尾
前
夏
美

　

組
手
６
年
女
子 

３　

位  

尾
前
佐
知

第
１
回 

志
学
館
杯
ひ
む
か
カ
ッ
プ

　

新
人
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
大
会

（
９
月
28
日
・
宮
崎
県
武
道
館
）

　

形
５･

６
年
生
の
部 

優
勝  

尾
前
慶
貴
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むらのできごと

▲間近で観たプロの演奏。「いろんな音が出てすごい！」
　「指の動きが速い！」と驚きの声（11月11日・椎葉小学校）

一台で奏
かな

でるオーケストラの音色

▲戦没者の冥福を祈り献花をする参列者。戦争のない世
界を、平和な日本を願います。（10月31日・開発センター）

戦没者を追悼し平和を祈念

　

冬
場
に
は
輸
血
用
の
血
液
が
不
足
し

が
ち
に
な
り
ま
す
。
椎
葉
村
に
は
年
に
２

回
献
血
車
が
来
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
協
力
を
！

▲献血車「いずみ号」での献血。たくさ
んの方にご協力いただきました。

　（11月17日・すこやか館）

命
を
救
う
「
愛
の
献
血
」

▲一心に舞う子どもたちの姿に会場から
は大きな拍手が起こりました。

　（10月18日・宮崎観光ホテル）

宮
崎
市
で
神
楽
を
披
露

　

宮
崎
市
で
行
わ
れ
た
九
州
地
区
子
ど

も
会
育
成
研
究
協
議
会
の
大
会
で
、追
手

納
子
ど
も
会
が
神
楽
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

平
成
17
年
の
台
風
14
号
で
土
砂
災
害

を
受
け
た
椎
葉
厳
島
神
社
の
鳥
居
が
３

年
ぶ
り
に
復
活
。
氏う

じ

子こ

や
上
椎
葉
地
区

の
方
た
ち
の
寄
付
で
、
神
社
石
段
の
登

り
口
に
鮮
や
か
な
朱
色
の
鳥
居
が
完
成

し
、
11
月
１
日
に
は
く
ぐ
り
初
め
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

厳い
つ
く
し
ま島

神
社
の
鳥と

り

居い

が
完
成

　

尾
八
重
の
松
木
地
区
で
ニ
ワ
ト
リ
や

カ
モ
が
襲
わ
れ
る
被
害
が
相
次
ぎ
ま
し

た
。設
置
し
た
捕
獲
器
で
捕
ま
っ
た
の
は
、

以
前
か
ら
周
辺
を
う
ろ
つ
い
て
い
た
飼
い

主
不
明
の
犬
。
犬
の
飼
育
に
は
責
任
を

持
ち
、
し
っ
か
り
と
管
理
し
ま
し
ょ
う
。

家
畜
を
襲
う
犯
人
ご
用
！（11月12日・松木）

　

子
ど
も
た
ち
へ
一
流
の
芸
術
を
鑑
賞

す
る
機
会
を
提
供
す
る
「
県
青
少
年

ミ
ニ
シ
ア
タ
ー
」。
集
ま
っ
た
村
内

の
小･

中
学
生
が
、
電
子
オ
ル
ガ
ン
奏

者
の
神
田
将ゆ

き

さ
ん
と
バ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト

の
佐
藤
美
代
子
さ
ん
に
よ
る
優
雅
さ

と
迫
力
の
あ
る
演
奏
に
、
目
を
輝
か

せ
な
が
ら
聴
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

戦
没
者
の
遺
族
や
福
祉
関
係
者
な

ど
１
６
４
人
が
参
列
し
た
椎
葉
村
戦

没
者
追
悼
式
。
全
員
で
黙
と
う
や
献

花
な
ど
を
行
い
、
故
人
の
冥め

い

福ふ
く

を
祈

り
ま
し
た
。

▲遺族会の山中昭男会長が祭壇に向か
い追悼の辞を述べました。
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【イベント部門】応募数98点

千葉 雄一（延岡市）　牛島 健一（熊本県）　曽我部 浩子（高鍋町）
椎葉 国忠（熊本県）　大社 正照（鹿児島県）

「ニッコリ鶴富姫」
井上 克幸（長崎県）

特　選
賞金５万円

 特選短評 　椎葉平家まつりの行列が、このニッコリほ
ほえむ鶴富姫の笑顔により一層盛り上がっている様子が
とらえられています。秋の光を受け、逆光で写されてい
るので、鶴富姫と行列が印象的に表現されました。

入賞作品発表！
　「第７回 椎葉の四季フォトコンテスト」に、たくさんのご応募あ
りがとうございました。応募総数142点の中から入賞された作品を、
ここに発表させていただきます。

第７回「椎葉の四季」
フォトコンテスト

主　催：椎葉村観光協会
協　賛：富士フィルムイメージング（株）
　　　　福岡営業所
審査員：小川 穰

みのる

 氏（日本写真芸術学会会員）

奨励賞
賞金各２万円

「
唄
に
合
せ
て
」

林
田　

豊（
熊
本
県
）

入選　賞金各５千円

「
平
家
ま
つ
り
最
高
潮
」

黒
田 

芳
則（
福
岡
県
）

「
主
役
の
二
人
」

岡
田 

孝
一（
熊
本
県
）

 

準
特
選
短
評 　

５
月
に
開
催
さ
れ
る

｢

椎
葉
郷
土
芸
能
の
夕
べ｣

で
、
弓
通
し

の
お
母
さ
ん
と
一
生
懸
命
な
表
情
で
く

ぐ
る
子
ど
も
さ
ん
の
表
情
が
、
素
晴
ら

し
い
シ
ャ
ッ
タ
ー
チ
ャ
ン
ス
で
撮
ら
れ
て

い
ま
す
。
祝
子
の
人
た
ち
が
幸
せ
を
祈

る
よ
う
な
表
情
も
、
心
が
な
ご
み
ま
す
。

「
幸
福
く
ぐ
り
」

牛
島 

健
一
（
熊
本
県
）

準
特
選  

賞
金
３
万
円

【四季部門】応募数44点

河本 　泉（熊本県）　松村 洋一（熊本県）　北村 達之（佐賀県）
黒田 芳則（福岡県）　岡田 孝一（熊本県）

「山里の春」
松村 洋一（熊本県）

特　選
賞金５万円

 特選短評 　神秘的にまで美しい山里の春が表現されて
います。咲き誇る桜と花々は、心を癒してくれる風景で
す。山手の方から里山をふかん撮影され、里山の深さと
奥行きを感じます。

奨励賞
賞金各２万円

「
気
に
な
る
存
在
」

大
山 

義
広（
日
向
市
）

入選　賞金各５千円

「晩秋の椎葉路」
大社 正照（鹿児島県）

「
白
鳥
山
の
お
花
畑
」

岩
瀬 

義
朗（
日
向
市
）

 

準
特
選
短
評 　

撮
影
地
は
美
し
い
清

流
の
十
根
川
中
の
瀬
で
す
。
清
流
で
元

気
よ
く
子
ど
も
た
ち
は
楽
し
そ
う
で

す
。
都
会
で
失
わ
れ
た
美
し
い
自
然
が
、

椎
葉
の
川
に
は
残
っ
て
い
ま
す
。
子
ど

も
た
ち
が
こ
の
様
に
遊
べ
る
川
を
、守
っ

て
い
き
た
い
気
に
さ
せ
る
写
真
で
す
。

「
清
流
と
遊
ぶ
」

大
山 

義
広
（
日
向
市
）

準
特
選  

賞
金
３
万
円
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食べやすい「ソフト食
しょく

」健康
レシピ

鶏
とり

ひき肉のから揚
あ

げ（ソフト食）【材料】※４人分
　ひき肉（羽身）　180g
　玉ねぎ　　　　180g
　いため油　　　２g

　小麦粉
　卵
　揚げ油

⑬

【栄養成分】※１人分　エネルギー：182kcal
　たんぱく質：13g　塩分：１g

　ソフト食とは、食材そのものをつなぎにしたり、油脂を活
用して作る、食べやすくて安全な料理。そして何よりも、お
いしくて見た目もきれいな、新しい介護食です。今回紹介す
る料理は、見た目は「から揚げ」ですが、食べてみるとや
わらかく、肉と同じ量の玉ねぎが入っているのでとてもヘル
シー。しかも、から揚げのコクはそのまま。お年寄りだけでなく、
若い人や子どもにも喜ばれること間違い無しの一品です。

や
わ
ら
か
く
て

お
い
し
く
て

ヘ
ル
シ
ー
で
す
よ
！

椎葉村国民健康保険病院

甲斐 ミハル 管理栄養士

【作り方】

① 玉ねぎをみじん切りにして、炒め、さましておく。
② 鶏ひき肉、Ａ、Ｂをよく混ぜ合わせ、ひとくち大の大き

さに丸めて蒸す。
③ 蒸した鶏団子に小麦粉、卵の順につけ、油で揚げる。
※ デコボコにできあがると、から揚げらしくなりますよ。

Ａ　卵黄12g・油12g
　　※合わせてよく混ぜておく

　　 でんぷん　　６g
　　 塩　　　　　0.6g

Ｂ
　 うすくち　　８g

　　 酒　　　　　18g
　　 しょうが汁　８g
　　 にんにく　　４g

photo：甲斐 春香（甲斐写真館）

*** 黒田留美子さん（著）のソフト食の本で紹介されている料理です ***

ご注文先　椎葉村物産センター

　　　　　「平家本陣」
電　　　話：０９８２−６７−３１３９
ファックス：０９８２−６７−３１４４
E-mail：s-heike@mx61.tiki.ne.jp

営業時間：９時から18時
定 休 日：毎週水曜日

■単品でのご注文も承ります。　■全国発送いたしますが、送料別途となります。

〈250ｇ〉

3,300円

※純粋な天然ハチミツ
【椎葉の秘蜜】

サービス価格　3,500円

（クール代込み）
〈30個入〉3,000円
〈20個入〉2,200円

【ふるさとお餅セット】
【平家本陣セット】（10品）

えのはの甘露煮・竹の子キムチ・
柚子こしょう・ピーナッツクッ
キー・梅干し・椎茸佃煮・ひえ
つき浪まん・くさぎな飯の素・
柚子双子・焼きもち

サービス価格　3,200円

【新そばセット】（７品）
（クール代込み）

生そば二人前・柚子３個・菜豆
腐・豆腐のみそ漬け・生椎茸・
煮しめ二人前・こんにゃく

 予約受付期間 
12／15（月）まで

お世話になっているあの方に、遠くの親戚に「ふるさとの味」をお届けします。

 発　送　日 
12／22（月）〜 26（金）

椎葉の おいしい

贈りもの
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　周囲をたくさんの栗の木に囲まれた松尾中学校。Ｐ
ＴＡが草払いをし、生徒と職員が栗の実を拾い、販売

して、教育活動に有効利
用しています。今回、こ
の実績が高く評価され、
11月１日に綾町で行われ
た第３回「水と緑の森林
づくり」県民ボランティ
アの集いにおいて、緑化
活動の優秀校として、県
知事賞を受賞しました。

椎葉
晃充
村長の

11月の
動き

▶
平
家
ま
つ
り
で
歓
迎
の
あ
い
さ
つ（
８
日
）

４
日　

庁
議
（
役
場
）

５
日　

全
国
過
疎
地
域
自
立
促
進

　
　
　
　

連
盟
会
議
（
〜
６
日
・
東
京
都
）

７
日　

県
町
村
会
役
員
会
・
在
京
経
営
者

　

会
議
（
村
内
）

　
　
　

椎
葉
平
家
ま
つ
り
法
楽
祭

８
日　

椎
葉
平
家
ま
つ
り
（
〜
９
日
）

11
日　

県
町
村
会
役
員
行
政
視
察

　
　
　
　
（
〜
13
日
・
島
根
県
海
土
町
）

14
日　

北
部
広
域
事
務
組
合
要
望
活
動
・

　

宮
崎
地
区
要
望
活
動

　
　
　
　
（
〜
16
日
・
宮
崎
市
）

15
日　

宮
崎
村
人
会
（
宮
崎
市
）

17
日　

入
札
（
役
場
）

20
日　

家
の
光
大
会
（
開
発
セ
ン
タ
ー
）

　
　
　

耳
川
林
業
理
事
会
・
最
終
処
分
場

　

協
議
・
広
域
連
合
議
会（
日
向
市
）

21
日　

郡
町
村
職
員
研
修（
開
発
セ
ン
タ
ー
）

25
日　

各
種
全
国
大
会（
〜
28
日・東
京
都
）

　
　
　
　
全
国
過
疎
地
域
自
立
促
進
連
盟
総
会

　
　
　
　
県
選
出
国
会
議
員
と
の
意
見
交
換
会

　
　
　
　

県
町
村
長
研
修

　
　
　
　

全
国
町
村
長
大
会

　
　
　
　

全
国
山
村
振
興
連
盟
通
常
総
会

　
　
　
　

全
国
治
水
砂
防
促
進
大
会

　
　
　
　

簡
易
水
道
整
備
促
進
全
国
大
会

　

国
や
県
の
重
要
な
資
料
の
基
礎
と
な
る

統
計
調
査
は
、
国
勢
調
査
を
始
め
、
工
業

統
計
調
査
や
住
宅
土
地
統
計
調
査
な
ど
、

数
多
く
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
調
査
員
や
指
導
員
を
永
年
務
め

て
こ
ら
れ
た
那
須
重
喜
さ
ん
（
73
歳
・
上

松
尾
）
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
県
統
計
協

会
会
長
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。▲東国原知事も出席した県庁での

　表彰式（11月10日・県庁講堂）

統
計
功
績
者
表
彰

那
須
重
喜
さ
ん
が
受
賞

▲村長からの表彰伝達式
　（11月20日・村長室）

▲山元俊朗 校長（中央）と職員のみなさん
　（11月17日・松尾中学校）

松尾中学校が緑化優秀校で表彰

▲収穫された栗の実。ひとつ
ひとつ丁寧に磨き上げます
（９月24日）

　県内の72校から1,512点の応募があった第６回「新
聞」感想文コンクール小学生の部において、那須葵

あおい

さ
ん（４年）が最優秀賞を、那須由

ゆう

佳
か

さん（６年）が佳
作を受賞しました。また、３年生以上の児童全員が参
加した松尾小学校へも学校賞が贈られました。このコ
ンクールは宮崎日日新聞社、宮日会が主催で「新聞記
事を読んでの感想」「新聞について思うこと」などを
テーマに作品を募集したもので、審査の結果、小中学
生12人と５校が選ばれました。

▲左から那須葵さん、赤木憲昭校長、那須由佳さん
　（11月17日・松尾小学校）

松尾小学校が新聞感想文で学校賞

表彰おめでとうございます
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鶴
富
姫
と
大
八
郎
の
伝
説
の
別
途
伝
承
で
あ

る
。
す
で
に
椎
葉
村
の
小
学
校
用
副
読
本
『
鶴

富
姫
物
語
』
に
紹
介
さ
れ
て
い
た
物
語
だ
が
、

伝
承
者
の
那
須
保
さ
ん
に
改
め
て
古
来
の
伝
承

ど
お
り
話
し
て
も
ら
っ
た
。
兄
の
名
は
ツ
ネ
ナ

リ
と
い
っ
た
と
思
う
、
と
の
こ
と
。『
真
気
小
管
』

は
直
径
七
ミ
リ
、
長
さ
十
五
セ
ン
チ
の
小
竹
製
。

写
真
の
と
お
り
だ
が
、
中
央
の
小
管
を
壊
さ
な

い
で
、
左
右
の
小
管
を
く
っ
付
け
る
の
は
ま
さ

し
く
難
問
。
種
明
か
し
は
、
今
回
の
物
語
の
文

中
に
あ
る
と
い
う
。
今
年
八
十
八
歳
の
保
さ
ん

が
、
幼
少
年
時
、
嘉
永
六
年
二
月
二
日
生
ま
れ

の
祖
父 

福
千
代
さ
ん
か
ら
教
え
て
も
ら
っ
た
昔

の
知
恵
の
輪
。「
真
気
」
は
真
剣
・
本
気
の
意
味
。

山
の
仕
事
師
の
玩
具
で
あ
ろ
う
か
。
物
語
の
中

に
ヒ
ン
ト
が
隠
さ
れ
て
い
る
の
も
心
憎
い
。「
キ

ジ
馬
」「
花
手
箱
」も
木き

地じ

師し

・
八や

百お

比び

丘く

尼に

の
玩

具
だ
が
、
こ
れ
は
も
う
ち
ょ
っ
と
大
人
の
お
話
。

（
山
中 

耕
作
）

こ
と
の
う
、
身
も
心
も
私
の
も
と
へ
寄
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
が
出
来
れ
ば
、庭
の
山さ

ん
し
ゅ
う椒
の
木
に
鈴
を

か
け
て
お
き
ま
す
ほ
ど
に
、そ
の
鈴
を
鳴
ら
せ
て

た
も
れ
。
そ
の
と
き
は
、『
ア
オ
※
①
に
、水
や
る
』

と
言
う
て
出
て
参
り
ま
す
」と
言
う
て
立
ち
去
っ

た
げ
な
。
大
八
郎
は
あ
ま
り
の
こ
と
に
び
っ
く

り
。
そ
れ
か
ら
陣
屋
に
戻
っ
て
か
ら
、一
生
懸
命

に
や
っ
て
み
た
け
ん
ど
、な
か
な
か
出
来
ん
か
っ

た
ち
ゅ
う
。
そ
こ
で
大
八
郎
は
、
姫
が
言
う
た
こ

と
を
ば
、繰
り
返
し
繰
り
返
し
、考
え
な
が
ら
、
一

晩
中
懸か

か
っ
て
、
や
っ
と
出
来
た
げ
な
。
大
八
郎

は
、平
家
方
の
屋
敷
に
入
り
、庭
先
の
山
椒
の
木

を
見
て
や
れ
ば
、間
違
い
の
う
鈴
が
掛
け
て
あ
っ

た
そ
う
じ
ゃ
。
大
八
郎
は
そ
の
鈴
を
鳴
ら
せ
、出

て
来
た
姫
と
会
う
こ
と
が
で
き
た
そ
う
じ
ゃ
。

　

二
人
は
そ
れ
か
ら
は
、楽
し
い
日
々
が
続
い
て
、

や
が
て
姫
は
大
八
郎
の
子
を
妊み

ご
も娠
り
、平
和
を
信

じ
て
楽
し
い
日
々
を
送
っ
て
お
っ
た
そ
う
じ
ゃ
。

　

そ
こ
に
鎌
倉
か
ら
「
追
討
を
や
め
て
鎌
倉
に

急
ぎ
帰
れ
」
と
の
通
知
が
届
い
た
。
姫
は
非
常

に
悔く

や
ん
で
「
帰
ら
ん
で
く
れ
め
せ
」
と
頼
ん

だ
け
ん
ど
、
大
八
郎
は
別
れ
を
惜
し
み
な
が
ら

短
刀
を
与
え
「
そ
な
た
懐か

い

妊に
ん

せ
し
は
、
我
よ
く

そ
れ
を
知
る
。
男
児
生
ま
れ
な
ば
、
こ
の
短
刀

を
持
た
せ
て
、
鎌
倉
に
上
ら
せ
よ
。
女
児
で
あ

れ
ば
、
そ
の
儀
に
及
ば
ず
」
と
言
い
残
し
て
、

鎌
倉
へ
と
引
き
揚
げ
た
ち
ゅ
う
話
。

　

生
ま
れ
た
子
は
女
児
で
、
椎
葉
に
残
り
、
後
に

那
須
の
姓
を
ば
継
い
で
、
そ
れ
か
ら『
那
須
』ち
ゅ

う
姓
が
残
り
、
平
家
は『
椎
葉
』の
姓
を
ば
名
乗
っ

て
、椎
葉
に
は『
那
須
』と『
椎
葉
』の
姓
が
残
っ
た
、

と
い
う
こ
と
じ
ゃ
。
我
々
源
氏
の
流
れ
を
汲
む
も

の『
椎
葉
』は
平
家
の
流
れ
を
汲
む
も
の
同
士
が
、

椎
葉
の
山
を
守
り
受
け
継
い
で
、
平
和
な
生
活

が
出
来
と
る
の
じ
ゃ
。
そ
の
こ
と
が『
真
気
小
管
』

に
よ
り
、
縁
が
結
ば
れ
た
と
も
言
え
る
ち
ゅ
う
こ

と
た
い
。「
真
気
小
管
は
通
せ
ば
通
る
。
兄
が
い

る
の
で
難
し
い
」。
美
し
い
話
じ
ゃ
ろ
う
。

（
聞
き
手　

松
岡
正
社
・
右
田
邦
子
・
山
中
耕
作
）

※
① 

ア
オ 

＝ 

馬
の
名
。
一
般
的
に
は
黒
馬

山
都
町
に
、
馬
見
原
と
い
う
地
名
が
残
っ
た
と

じ
ゃ
げ
な
。
馬
見
原
を
過
ぎ
て
、
道
は
だ
ん
だ

ん
と
険
し
う
な
っ
て
き
て
、
こ
れ
か
ら
先
、
馬

で
荷
物
を
運
ぶ
こ
と
は
難
し
い
と
い
う
こ
と
に

な
っ
た
そ
う
な
。そ
れ
で
馬
か
ら
鞍く

ら

を
下お

れ
ぇ
て
、

鞍
を
置
い
た
。
そ
こ
の
地
名
が
、
今
の
五
ヶ
瀬

町
に
鞍
岡
と
し
て
残
っ
て
お
る
と
い
う
話
じ
ゃ
。

そ
れ
か
ら
は
、
ま
す
ま
す
道
は
険
し
う
な
っ
て
、

え
ろ
う
難
儀
な
道
々
だ
っ
た
ち
ゅ
う
。
そ
う
し

て
よ
う
や
く
十
根
川
に
着
い
た
大
八
郎
一
行
は
、

そ
こ
で
し
ば
ら
く
情
勢
を
探
る
こ
と
に
し
た
。

　

そ
う
し
て
お
る
と
こ
ろ
に
、
上
椎
葉
に
平
家

の
一
族
が
住
ん
で
お
る
ち
ゅ
う
話
が
聞
こ
え
て

き
た
。
大
八
郎
は
す
ぐ
に
上
椎
葉
に
足
を
延
ば

し
、
平
家
の
武
将
の
住
む
今
の
鶴
富
屋
敷
の
南

側
に
、
向
か
い
会
っ
て
陣
屋
を
構
え
て
、
平
家

方
の
動
静
を
探
る
こ
と
に
し
た
げ
な
。

　

そ
の
頃
、上
椎
葉
に
は
水
の
で
る
所
が
今
の

「
化
粧
の
水
」
一
ヶ
所
し
か
な
か
っ
た
そ
う
な
。
そ

の
水
の
出
る
所
に
、双
方
の
者
が
水
を
汲
み
に
行

か
に
ゃ
な
ら
ん
、と
い
う
は
め
じ
ゃ
っ
た
と
げ
な
。

そ
こ
で
、大
八
郎
と
鶴
富
姫
と
が
出
会
わ
に
ゃ
な

ら
ん
こ
と
に
な
っ
た
ち
ゅ
う
。
大
八
郎
が
姫
を
一

目
見
て
、
な
ん
と
美
し
い
人
だ
ろ
う
、
と
思
う
た

こ
と
じ
ゃ
っ
た
ろ
う
し
、一
方
、
姫
の
方
も
ま
た
、

な
ん
と
い
う
立
派
な
良え

ぇ
男
じ
ゃ
ろ
う
と
思
う

て
、二
人
は
互
い
に
惚ほ

れ
合
う
て
し
も
う
た
げ
な
。

　

と
こ
ろ
が
あ
る
日
、姫
が
大
八
郎
に
そ
っ
と
手

渡
し
た
物
が
あ
っ
た
ち
ゅ
う
。そ
れ
が
こ
の『
真

気
小
管
』（
※
文
末
に
写
真
掲
載
）じ
ゃ
た
と
げ
な
。

　

姫
が「
私
に
は
兄
が
い
て
、と
て
も
大
切
な
人

で
す
。
そ
の
兄
が
真
ん
中
に
あ
る
小
管
で
す
。
そ

し
て
左
に
あ
る
小
管
は
そ
な
た
様
、
右
に
あ
る

小
管
が
私
で
す
。
そ
な
た
様
が
兄
を
傷
つ
け
る

　

昔
々
、
源
氏
と
平
家
と
が
、
長
門
の
国
壇
ノ

浦
と
い
う
所
で
、
天
下
分
け
目
の
戦
を
ば
し
た

と
き
の
話
。

　

源
氏
方
は
、
今
度
こ
そ「
平
家
を
ば
打
ち
滅ほ

ろ

ぼ
さ
ん
」と
い
う
意
気
込
み
で
、
壇
ノ
浦
に
集

ま
っ
た
そ
う
な
。
ま
た
一
方
、
平
家
方
は
、
絶

対
に
負
け
ち
ゃ
あ
な
ら
ん
と
意
気
込
ん
ど
っ
た

そ
う
じ
ゃ
。
そ
う
し
て
、
双
方
い
よ
い
よ
壇
ノ

浦
に
集
ま
っ
て
、
睨に

ら

み
お
う
て
お
っ
た
ち
ゅ
う
。

　

そ
う
し
て
、い
よ
い
よ
そ
の
時
が
や
っ
て
き
て
、

戦い
く
さの
火
ぶ
た
が
切
ら
れ
て
、
そ
れ
は
そ
れ
は
激

し
い
戦
い
じ
ゃ
っ
た
そ
う
な
。
戦
は
平
家
方
が

負
け
て
し
も
う
て
、
散
り
ぢ
り
ば
ら
ば
ら
に
な
っ

て
し
も
う
た
と
げ
な
。
そ
う
し
て
一ひ

と
と
こ
ろ
所
に
集
ま
る

こ
と
が
出
来
ん
よ
う
に
な
り
、
各
地
方
の
山
奥

に
逃
れ
て
行
っ
た
と
げ
な
。
そ
の
一
部
が
、
椎
葉

の
山
奥
に
逃
れ
て
来
た
と
じ
ゃ
っ
た
げ
な
。
そ

う
し
て
細
々
と
、
そ
の
日
そ
の
日
を
過
ご
し
て

お
っ
た
そ
う
な
。
源
氏
方
は
勝
ち
誇
っ
て
、
い
っ

た
ん
は
鎌
倉
に
引
き
揚
げ
た
も
の
の
「
生
き
残
っ

た
平
家
の
残
党
は
、
残
ら
ず
討
ち
平
ら
げ
よ
」

と
の
命
で
、
椎
葉
山
に
は
、
那
須
与
一
に
そ
の

追
討
を
命
じ
た
げ
な
。
そ
の
と
き
那
須
与
一
は
、

身
体
の
具
合
が
悪
く
て
、
弟
大
八
郎
に
そ
の
命

を
託
し
た
そ
う
じ
ゃ
。
大
八
郎
は
そ
の
命
を
引

き
受
け
て
、
少
数
の
兵
を
ば
引
き
連
れ
て
、
椎

葉
山
に
向
か
っ
た
そ
う
な
。
途
中
で
、
馬
の
安

否
を
ば
気
遣
う
て
、
馬
を
止
め
て
見
た
と
げ
な
。

そ
の
地
が
馬ま

見み

原は
ら

と
い
う
所
で
、
そ
れ
で
今
の

椎
葉
の
民
話
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「
真し

ん

気き

小こ

管く
だ

の
物
語
」

語
り
手　

那
須　

保 
さ
ん

上
椎
葉
（
辻
）

大
正
９
年
10
月
26
日
生
ま
れ

椎
葉
の
散
歩
道

八〇〇年前の知恵の輪「真気小管」
※1の状態から2へ、大八郎と鶴富姫が出会えば
　成功！ さて、できますか？

大八郎

１ ２

鶴富姫

兄 兄

鶴富姫大八郎
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１月10日は「110番の日」
　１月10日は「110番の日」です。
いざというときのために、正しい連
絡の方法を覚えておきましょう。
◎110番は、緊急事件・事故を通報

するための電話です。それ以外の
要望・相談・苦情や問い合わせ等
はご遠慮ください。

◎110番は、すべて宮崎市内にある
警察本部通信指令室につながり
ます。

◎通報場所がわからない時は、九州
電力の電柱番号を伝えると場所が
わかります。

◎耳や言葉が不自由な方は、ファッ
クスやメールをご利用ください。

　【ＦＡＸ110番】
　　０９８５−３２−０１１０
　【メール110番】

miyapo.110mail@oregano.ocn.
ne.jp

◎警察相談は、＃9110番 または警
察署、駐在所をご利用ください。

■問い合わせ先
　日向警察署
　　☎０９８２−５３−０１１０（代）
　日向警察署 椎葉駐在所
　　☎０９８２−６７−２１１０
　西都警察署 村所駐在所
　　☎０９８３−３６−１１０１

陸上自衛隊 生徒募集
お詫びと訂正

　本誌11月号に掲載された募集種目
「陸上自衛隊生徒」につきましては、
来年度から制度の変更が予定されて
いますが、未だ決定されておりませ
ん。皆様には大変ご迷惑をおかけい
たしますが、受験を希望される方は、
12月９日（火）以降に次の連絡先へ
お問い合わせください。
■問い合わせ先
　自衛隊日向募集事務所
　　☎０９８２−５２−６９１４
※入校・入隊日は平成21年４月上旬

を予定しています。

放送大学の学生募集
（平成21年度 第１学期学生）
　放送大学はテレビとラジオで授業
を行う、国が設置した正規の通信制
大学です。
■募集期間
　12月15日（月）〜２月28日（土）
■募集学生

【教養学部】
・全科履修生（卒業を目指す）
・選科履修生（１年間在学）
・科目履修生（半年間在学）

【大学院】
・修士選科生（１年間在学）
・修士科目生（半年間在学）
■問い合わせ先
　放送大学宮崎学習センター
　〒883-8510 日向市本町11-11
　　☎０９８２−５３−１８９３
　　ファックス ０９８２−５３−１８９８
　　願書請求フリーダイヤル
　　　０１２０−８６４−６００

有害獣（ニホンジカ）の捕獲に
交付金が支払われます

　増加するシカの農作物への被害対
策として、中山間地域等直接支払椎
葉協定集落より、狩猟期間のシカの
捕獲に対し交付金が交付されるよう
になりました。
■交付対象

村内に居住する狩猟者が村内で捕
獲したシカ

※狩猟者とは、狩猟免許を所持し、
かつ、県の狩猟者登録を受けてい
る方です。

■交付金額
　3,000円（１頭につき）
■交付対象期間
　11月15日〜翌年３月15日
　※事業期間は
　　平成20年度〜 22年度
■お問い合わせ先
　役場 農林振興課 林業係
　　☎０９８２−６７−３２０６

乾
ほ し

椎
し い

茸
た け

入札会の結果
　平成20年度 第13回 乾椎茸入札会
の結果をお知らせします。
■期日　11月21日
■場所　経済連椎茸流通センター
　　　　（日向市）

【出品箱数】　80箱（＋51）
　　※全体 623箱（＋491）

【平均価格】　3,140円（−757）
　　　※全体 3,020円（−1,384）

【高　　値】　4,580円（香
こ う

信
し ん

大
お お

葉
ば

）
　　　※全体 5,800円（スライス）
■問い合わせ先
　役場 農林振興課 特用林産係
　　☎０９８２−６７−３２０６

子牛セリ市の結果
　11月期セリ市の結果をお知らせし
ます。
■期日　11月20日・21日
■場所　延岡家畜市場（延岡市）

【出場頭数】
種　別 椎葉村 東臼杵郡

雌 48頭 352頭
去　勢 42頭 415頭
合　計 90頭 767頭

【平均価格】
種　別 椎葉村 東臼杵郡全体

雌 406,178円 402,246円
去　勢 430,126円 420,709円
合　計 417,230円 411,858円

※今回の椎葉村最高価格は
雌847,350円
　血統：忠富士−安平−隆桜
去勢590,100円
　血統：勝忠平−平茂勝−忠福

■問い合わせ先
　役場 農林振興課 畜産係
　　☎０９８２−６７−３２０６
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Shiiba Information

お知らせ
●椎葉村ホームページ
http://www.vill.shiiba.miyazaki.jp
●椎葉村メールアドレス
shbwebm@vill.shiiba.miyazaki.jp

村内のうごき  ●11月１日現在
　男　　1,603人（−3）
　女　　1,631人（−2）
　計　　3,234人（−5）
世帯数　1,269戸（−2）
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・母にかわってその児童を養育して
いる方

※請求者または児童が公的年金を受
けている場合は該当しません。

■問い合わせ・手続き先
　役場 福祉保健課 福祉係
　　☎０９８２−６８−７５１２

中小・小規模企業を
全力をあげて応援します！

中小企業庁
●緊急保証の対象業種を618業種に

拡大しました。
・ 対 象 業 種 の 方 は、 一 般 保 証

８ 千 万 円 に 加 え て、 別 枠 で
８千万円（担保がある方は、一
般保証２億円に加えて、別枠で
２億円）までの保証を利用でき
ます。

※対象業種については、ホーム
ページ（http://www.chusho.m

　eti.go.jp）でご確認ください。
●セーフティネット貸付は、業種を

問わず利用可能です。
・全業種の方が、４億８千万円（中

小企業の方）、4.8千万円（小規
模企業の方）まで利用できます。

■問い合わせ先
　九州経済産業局 産業部中小企業課
　　☎０９２−４８２−５４４８（直）

製造事業所の皆様へ
統計調査にご協力ください

　経済産業省では、工業統計調査を
12月31日現在で実施します。
　この調査は、製造業を営む事業所
を対象として、その活動実態を明ら
かにすることを目的としています。
調査結果は、国や地方公共団体の行
政施策の重要な基礎資料として利用
されるとともに、企業、大学などで
の研究資料、小・中・高等学校の教
材など、広く利用されています。
　なお、統計法に基づき、調査内容
の秘密は厳守されます。提出いただ
く調査票は、正確なご記入をお願い
します。
■問い合わせ先
　役場 総務課 広報統計係
　　☎０９８２−６７−３２０３

税の納期（12月分）
　納期限内に納めましょう。
　【固定資産税】（３期）
　【国民健康保険税】（７期）
■納期限　　　12月26日
■口座振替日　12月20日
※12月は納期限と口座振替日が通常

よりも早くなっています。
■問い合わせ先
　役場 税務住民課
　　☎０９８２−６７−３２０５

お気軽に「行政相談」へ
　行政に関する苦情や要望はござい
ませんか。お気軽にご相談ください。
■期日　12月９日（火）
　　　　１月13日（火）
　　　　　※毎月第２火曜日
■時間　８：30 〜 12：00
■場所　高齢者センター（上椎葉）
■問い合わせ先
　役場 総務課 行政係
　　☎０９８２−６７−３２０１

悩まずに「心配ごと相談」へ
　夫婦や家族のこと。お金のこと。
ちょっとしたトラブル。どんなこと
でもけっこうです。心の悩みをかか
えていませんか？ ぜひご相談くだ
さい。（電話でも対応いたします）
■期日　12月15日（月）
　　　　１月19日（月）
　　　　　※毎月第３月曜日
　（ただし、祝祭日の場合は翌日）
■場所　高齢者センター（上椎葉）

■問い合わせ先
　椎葉村社会福祉協議会
　　☎０９８２−６７−２２７５

「第60回人権週間」
　「世界人権宣言」は、基本的人権
及び自由を尊重し確保するために、
世界のすべての人々や国々とが達成
すべき共通の基準として、国連総会
において採択されました。それを記
念して、採択日の12月10日を「人権
デー」と定め、12月４日から10日ま
でを「人権週間」とし、その意義を
訴えるとともに、人権尊重思想の普
及高揚に努めるため、人権擁護委員
を中心に活動しています。
　なお、椎葉村には３人の人権擁護
委員がいます。人権に関することな
らいつでも気軽にご相談ください。
■椎葉村人権擁護委員
　◎甲斐　昭利 委員（旧岩屋戸）
　◎古川アヤ子 委員（尾田山中）
　◎椎葉　吉人 委員（向山日添）
■問い合わせ先
　宮崎地方法務局日向支局
　　☎０９８２−５２−２９４４
　役場 税務住民課 住民係
　　☎０９８２−６７−３２０５
　役場 総務課 企画情報係
　　☎０９８２−６７−３２０３

ご存じですか？
特別児童扶養手当

　次の要件を満たしていて、まだ受
給されていない方はいませんか？　
手当の支給を受けることができます
ので、ぜひご連絡ください。

【特別児童扶養手当】
　精神また身体に障害のある20歳未
満の児童を監護する父母または父母
に代わって養育している方。
※ただし、次の場合には支給されな

いことがあります。
・児童福祉施設等に入所している
・児童が公的年金を受けている
・父母などの所得が一定の額を超える

【児童扶養手当】
・離婚や死別などにより、父親と生

計を共にしていない児童の母
・父に重度の障害ある児童の母
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カメラ さんぽ

伝統の食をいただいた
「五感のつどい」

　「もりの命と伝統の食をいただく」をテーマに行われたフォレ
ストピア「五感のつどい」。10月25日からの二日間、村内外から
150人が参加して、村内各地で行われました。ここでの体験は、
都会では味わえない貴重なもの。自分の手で作り、調理し、味わう。
そして交流の夕べでは、郷土料理をいただきながら、民謡や神楽
などの伝統芸能を鑑賞する。二日目は、軽登山や観光地巡り。ま
さに椎葉の大自然を「五感」で感じることができた二日間でした。

　午前中に一斉清掃を行った仲塔公民館のみなさん。婦人
会手作りの昼食をいただいて、午後からはふたてに分かれ
てのレクリエーション。ミニバレーとグラウンドゴルフ
に、心地良い汗をかきました。（11月３日・仲塔小学校）

文化の日の
交流会

▲３チーム総当たりのゲームは全試合がフルセット。全チームが
１勝１敗で互角の戦い

菜豆腐 づくり

手打ちソバ づくり 地こんにゃく づくり

イノシシの解体 ニワトリの解体

▲一汗かいてみんなで「乾杯！」

▲ホールインワンも飛び出したグラウンドゴルフ
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春夏秋冬　まるごと椎葉

秋から冬へ･･･
　例年よりも暖かい11月。村内の紅葉が見ご
ろを迎えました。ところが、突然日本列島を襲っ
た寒波が、椎葉の山々を真っ白に衣替え。熊
本県八代市（旧･泉村）との県境にある「白鳥山」
の登山口は標高1,300ｍ。秋風にススキの揺
れる場所も、すっかり雪景色となりました。

▶
青
空
に
映は

え
る
黄
色
い
イ
チ
ョ
ウ

　
（
11
月
14
日
・
小
崎
小
学
校
）

▲太陽の光に照らされる真っ赤なモミジ
（11月20日・女神像公園）

▲一足早い雪景色
　（11月19日）

▲夕日に揺れるススキが秋の終わりを感じさせます（11月12日）

　「じいちゃんに教わって始めたのが７、８歳のこ
ろ」。70年近くミツバチと付き合う尾八重の那須久
喜さん（74歳・松木）。多いときには70個の巣箱に

ミツバチが入っていましたが、３年前に突然巣箱から「家
いえ

出
で

」。村中
からいなくなり、残ったのはわずかに一つ。売り物のハチミツも無く
なってしまいました。そこから巣分かれをして、徐々に増え、今年は
20箱近くまで回復しました。これで「ホッ！」とひと安心です。

▲巣箱から蜜
みつ

を半分もらって元の場所へ。避
難させておいたミツバチが、空箱から元の
巣箱へと帰っていきます（11月12日・松木）

ハチミツ採れて ひと安心

巣板がびっしりの巣箱（分
ぶん

校
こ

）

働き者のニホンミツバチ

ハチミツたっぷりの巣板

名人の久喜さんと久子さん



Public Relations of  SHIIBA 1�2008（H20）12月号

出
生　
お
め
で
と
う

　
　

椎
葉　

一か
ず

羽は 

ち
ゃ
ん

（
向
山
日
当
中
）
友
和
・
美
幸 

さ
ん

　
　

那
須　

琴こ
と

音ね 

ち
ゃ
ん

（
雨
木
）
博
章
・
勝
枝 

さ
ん

　
　

那
須 

陽あ
き

斗と 

く
ん

（
下
椎
葉
）
剛
・
愛
由
美 

さ
ん

死
亡　
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

　

黒
木　

リ
カ 

様
（
中
の
八
重
）
90
歳

　

椎
葉　

國
松 

様
（
矢　
　

立
）
80
歳

　

椎
葉
今
朝
雄 

様
（
石　
　

原
）
80
歳

　

那
須　

継
夫 

様
（
財　
　

木
）
73
歳

　

黒
木　

杉
波 

様
（
小
ヶ
倉
）
89
歳

香
典
返
し　
故
人
の
遺
志
を
尊
重
し
活

　
　
　
　
　
　
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

　

右
田
マ
ス
エ 

様
（
川
の
口
）

　
　
（
故 

右
田 

金
見 

様
）

　

椎
葉　
　

栄 

様
（
矢　

立
）

　
　
（
故 

椎
葉 

國
松 

様
）

　

那
須　
　

亨 
様
（
中
の
八
重
）

　
　
（
故 
黒
木 

リ
カ 

様
）

戸
籍
だ
よ
り
（
10
月
届
出
分
）

４
日　

椎
葉
村
成
人
式

　
　
　
　
（
開
発
セ
ン
タ
ー
）

５
日　

官
公
庁
仕
事
始
め
式

６
日　

消
防
出
初
め
式

　
　
　
　
（
椎
葉
小
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

　
　
　

小
・
中
学
校
３
学
期
始
業
式

　
　
　

予
防
接
種
（
Ｍ
Ｒ
）

８
日　

新
春
賀
詞
交
歓
会

　
　
　
　
（
開
発
セ
ン
タ
ー
）

９
日　

子
牛
セ
リ
市（
〜
10
日
・
延
岡
市
）

13
日　

予
防
接
種
（
三
種
混
合
）

　
　
　

行
政
相
談（
高
齢
者
セ
ン
タ
ー
）

16
日　

椎
葉
中
入
学
説
明
会

18
日　

家
庭
の
日（
毎
月
第
３
日
曜
日
）

20
日　

和
牛
登
録
（
那
須
橋
）

23
日　

松
尾
中
学
校
入
学
説
明
会

27
日　

妊
婦
・
乳
児
相
談
、
乳
児
健
診

　
　
　

予
防
接
種
（
Ｂ
Ｃ
Ｇ
・
Ｍ
Ｒ
）

29
日　

私
立
高
校
入
試
（
〜
30
日
）

１
月
の
主
な
行
事
と

お
知
ら
せ

おすすめの１冊

BOOK  CORNER
開発センター
■問い合わせ先
　椎葉村教育委員会
　☎0982−67−2850

図書室だより鹿野遊小学校

　

両
親
の
仇あ
だ

討う

ち
を
流
星
に
誓
い

あ
っ
た
三
兄
妹
。
14
年
後
、
彼
ら

は
復ふ
く
し
ゅ
う
讐
計
画
を
仕
掛
け
た
。
だ
が
、

そ
こ
に
は
最
大
の
誤
算
が
！　

今
秋

ド
ラ
マ
化
さ
れ
た
話
題
作
で
す
。

『
流
星
の
絆

き
ず
な

』（
講
談
社
）

著 

／ 

東
野 

圭
吾

鹿野遊小 ６年

那須 加
か

菜
な

美
み

 さん

　

主
人
公
の
か
げ
ま
る
は
、大
好
き
な

け
ん
た
く
ん
の
り
っ
ぱ
な
か
げ
に
な

る
た
め
に
修
行
に
い
き
ま
す
。
私
は

か
げ
ま
る
の
優
し
い
心
が
好
き
で
す
。

『
か
げ
ま
る
』　　
　
　
　
　
　

（
毎
日
新
聞
社
）

著 

／ 

矢
部 

美
智
代

鹿野遊小 教諭

田
た

崎
さき

 智
とも

章
あき

 さん

　

自
分
の
知
ら
な
い
と
こ
ろ
に
〈
時
〉

が
〈
場
所
〉
と
な
る
世
界
が
あ
っ
た

ら･･･

？ 

個
性
的
な
登
場
人
物
が
繰

り
広
げ
る
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
の
世
界
へ
あ

な
た
も
入
り
込
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

『
ア
バ
ラ
ッ
ト
』（
ソ
ニ
ー
・
マ
ガ
ジ
ン
ズ
）

著 

／ 

ク
ラ
イ
ヴ
・
バ
ー
カ
ー

訳 

／ 

池 

央
耿

　

と
て
も
不ふ

思し

議ぎ

。
み
ど
り
の
き
つ

ね
が
赤
く
見
え
た
り
、
き
い
ろ
の

ち
ょ
う
ち
ょ
が
実
は
む
ら
さ
き
い
ろ

だ
っ
た
り
。
親
子
で
楽
し
め
る
、
お

も
し
ろ
仕し

掛か

け
絵
本
で
す
。

『
こ
ん
に
ち
は 

あ
か
ぎ
つ
ね
！
』

（
偕
成
社
）

作 

／ 

エ
リ
ッ
ク
・
カ
ー
ル

訳 

／ 

さ
の 

よ
う
こ

18
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▼
〝
高こ
う

下げ

在ざ
い

心し
ん

〟。
プ
ロ
野
球
の
野
村
監
督
（
楽

天
）
の
好
き
な
言
葉
の
ひ
と
つ
と
し
て
紹
介
さ

れ
ま
し
た
。「
す
べ
て
の
物
事
が
成
る
か
否
か
は
、

心
が
け
次
第
で
決
ま
る
」
と
い
う
意
味
。
さ
っ

そ
く
紙
に
書
い
て
、よ
く
見
え
る
と
こ
ろ
に
貼
っ

て
み
ま
し
た
▼
あ
い
に
く
の
雨
と
な
っ
た
椎
葉

平
家
ま
つ
り
。
予
定
さ
れ
て
い
た
パ
レ
ー
ド
が

中
止
や
変
更
と
な
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
、
コ

ン
サ
ー
ト
で
八
代
亜
紀
さ
ん
が
「
雨
雨
ふ
れ
ふ

れ
も
っ
と
ふ
れ
〜
」
と
〝
雨
の
慕
情
〟
を
熱
唱
。

観
客
の
み
な
さ
ん
は
傘
を
さ
し
な
が
ら
も
大
喜

び
で
し
た
▼
ま
つ
り
が
終
わ
る
と
、
待
っ
て
い

る
の
は
広
報
紙
の
編
集
作
業
。
今
年
も
パ
ソ
コ

ン
で
確
認
す
る
写
真
は
全
部
で
六
千
枚
。「
気
合

い
入
れ
て
頑
張
る
ぞ
！
」
と
思
い
な
が
ら
も
気

が
重
く
て
後
回
し
。
そ
の
時
、
目
に
入
っ
て
き

た
の
は
〝
高
下
在
心
〟
の
文
字
。「
と
り
あ
え
ず

始
め
て
み
よ
う
か
な
」。
軽
く
背
中
を
押
さ
れ
た

気
が
し
ま
し
た
。　
　
　
（
リ
キ
）

編
集
後
記

E
d

ito
r's C

o
m

m
en

t

今月の表紙  Cover Message
　

栄
華
を
誇
っ
た
平
家
が
滅
亡
に
至
っ

た
一
一
八
五
年
の
壇
ノ
浦
の
戦
い
。
そ

の
年
か
ら
数
え
る
こ
と
八
〇
〇
年
目
の

一
九
八
五
年
に
行
わ
れ
た
の
が
「
椎
葉

平
家
八
〇
〇
年
ま
つ
り
」
で
す
。
今
年

は
24
年
目
。
一
年
目
の
年
に
大
八
郎
の

尾
前
義
文
さ
ん
（
27
歳
）
は
４
歳
。
鶴

富
姫
の
椎
葉
元
子
さ
ん
（
22
歳
）
と
観

光
椎
葉
の
井
手
三
緒
さ
ん
（
19
歳
）
は
、

ま
だ
生
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
来

年
は
25
年
目
、
四
半
世
紀
。
遠
い
過
去

か
ら
未
来
へ
と
、
新
た
な
歴
史
が
作
ら

れ
て
ゆ
き
ま
す
。

「
椎
葉
平
家
ま
つ
り
」

俳
句
募
集
＝ 

ど
な
た
で
も
投
句
で
き
ま
す
。
毎
月
10
日
ま
で
に
気
軽
に
総
務
課
へ
送
っ
て

く
だ
さ
い
。（
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
可
）

選
評
・
角　

光
雄 

先
生
（
あ
じ
ろ
主
宰
）

　

諸
塚
村
で
は
１
月
末
か
ら
２
月
中
旬
に

か
け
て
夜
神
楽
が
奉
納
さ
れ
ま
す
。
そ
れ

ぞ
れ
の
神
楽
宿
に
は
神
高
屋
が
建
立
さ
れ
、

八
百
万
の
神
々
を
迎
え
る
「
舞
い
入
れ
」

も
見
応
え
が
あ
り
ま
す
。
夜
を
徹
し
て
舞

わ
れ
る
神
楽
は
勇
壮
で
神
秘
的
で
す
。
地

元
の
方
が
ふ
る
ま
う
お
神
酒
や
、
神
楽
料

理
で
幻
想
的
な
神
楽
を
鑑
賞
し
ま
せ
ん
か
。

戸と

下し
た

神か
ぐ
ら楽

【
日
程
】
１
月
24
日（
土
）〜
25
日（
日
）

　
　
　
　

午
後
１
時
頃
〜
翌
日
お
昼
前
ま
で

【
場
所
】
荒あ

ら

谷た
に

地
区 

戸
下
集
会
所

南み
な
み
が
わ川
神か

ぐ
ら楽

【
日
程
】
１
月
31
日（
土
）〜
２
月
１
日（
日
）

　
　
　
　

午
後
１
時
頃
〜
翌
日
お
昼
前
ま
で

【
場
所
】
南
川
地
区 

梅
の
木

恵え

後ご

の
崎さ

き

神か
ぐ
ら楽

【
日
程
】
２
月
14
日（
土
）

　
　
　
　

午
後
１
時
頃
〜
深
夜
ま
で

【
場
所
】
松
の
平
地
区 

恵
後
の
崎

神
楽
の
シ
ー
ズ
ン
到
来
！

日
向
入
郷
広
域
情
報

諸　

塚　

村

《
特
選
》

氏
神
の
狐
く
ら
が
り
神
無
月	

中
瀬　
　

汀

［
評
］
俳
句
の
作
句
技
法
の
一
つ
に
、
中
七
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
こ
と
が
多
い
。
こ

の
句
で
は
〝
狐
く
ら
が
り
〟。
作
者
の
ユ
ニ
ー
ク
な
感
覚
が
こ
と
ば
選
び
を

さ
せ
た
。
な
る
ほ
ど
、
神
無
月
に
は
ふ
さ
わ
し
い
。
森
の
中
の
神
社
。

青
空
の
色
づ
く
柿
に
鳥
あ
そ
ぶ　

	

那
須　

瑞
穂

［
評
］
色
彩
の
鮮
や
か
な
句
と
な
っ
た
。
青
い
空
に
真
っ
赤
な
柿
、
そ
し
て
黒
く
見

え
る
鳥
。
鳥
は
烏
で
あ
ろ
う
。
日
常
見
て
い
る
風
景
だ
が
、
常
に
一
句
を
も

の
に
し
よ
う
と
心
掛
け
て
い
る
か
ら
佳
吟
を
生
む
。

落
葉
踏
む
足
に
つ
た
わ
る
温
み
か
な　

	

小
丸
川
河
童

［
評
］
落
葉
が
う
ず
た
か
く
積
も
っ
た
道
を
あ
る
く
、靴
が
か
く
れ
る
ほ
ど
の
深
さ
。

色
と
り
ど
り
の
落
葉
の
中
か
ら
温
み
を
感
じ
た
と
い
う
。
少
年
時
代
、
山
の

落
葉
の
中
を
駈
け
て
遊
ん
だ
思
い
出
の
ぬ
く
さ
と
共
に
。

《
入
選
》

行
く
雲
や
白
さ
ゆ
か
し
き
そ
ば
の
花

山
本　

和
枝

手
の
平
に
ひ
か
り
集
め
て
冬
隣

　
　

〃

一
山
の
な
ご
り
と
な
り
て
木
守
柿

那
須　
　

正

晩

秋

や

友

よ

り

届

く

回

想

記

黒
木
八
重
子

恙
な
き
一
日
で
あ
り
ぬ
石
蕗
の
花

小
八
重
知
津
子

天

高

し

乗

馬

大

会

か

け

声

で

椎
葉
シ
ヅ
子

昏
れ
ど
き
の
野
山
に
響
く
も
ず
の
声

椎
葉　
　

満

■問い合わせ先
　諸塚村観光協会
　　☎０９８２−６５−０１７８
　諸塚村役場 企画課
　　☎０９８２−６５−１１１６
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2008（H20）12月号

　ブナ科コナラ属の常緑高木で樹高12m、直径50㎝
程になります。東北以南、沖縄までと台湾や韓国済
州島に分布します。暖温帯林の上部に生える木で
本村では標高700m以上で見かけます。葉は長さ５、
６㎝、幅２、３㎝の長楕円形で先が細長く尖り、葉
縁には荒い鋸歯があります。葉の表が光沢ある濃緑
色なのに対して、裏面はロウ分で粉白色に目立つの
で和名ウラジロの由来となり、椎葉でもこの特徴か
らシラカシと呼ばれます。和名で別にシラカシとい
う木があるのでご注意ください。雌雄同株で５月頃、
前年枝に10数個の紐状の黄色い雄花と３、４個の淡
緑色の雌花を咲かせ、秋に高さ1.5㎝程の長球形の
堅果、いわゆるドングリを実らせます。樹皮は平滑
で皮目がしわ状に縦に並びます。木材は灰白色をし
てやや堅く、割断が比較的容易で靱性が高いので柄
木に賞用されます。

（九州大学宮崎演習林　内海 泰弘・井上 晋）

ウラジロガシ
74

フェイス！
Face 
in December

35
歳
・
鹿
野
遊
（
内
の
八
重
）

勤
務
先
：
ス
パ
ー
ク
ル

趣　

味
：
観
光

　みなさんこんにちは！！　椎葉に帰ってきて早くも４
年が過ぎました。都会では決して味わえない物が椎

こ こ

葉に
はあるんだなと実感しています。嫁さん探しも頑張りな
がらＬ

エルイーディー

ＥＤの仕事をしています。みなさん通りがかりに
でも時間がある時は、ちょっと寄ってみませんか★

那
須 

俊と
し

彦ひ
こ 

さ
ん

部長　尾前 りさ さん

笑顔のわ●

◎このコーナーでは、職場・各種グループ・スポーツサークルなどを紹介し、“笑顔の輪”を広げていきます。

み
な
さ
ん
の
応
援
に

感
謝
し
て
い
ま
す
！

椎葉中学校 吹
すい

奏
そう

楽
がく

部
ぶ

未来にはばたけ！

椎葉 希
の ぞ み

望 ちゃん
小崎（臼杵俣）

平成18年11月21日生まれ

おとうさん：達人 さん
おかあさん：真由美 さん

くるくるヘアーの のんちゃん♡ 
大樹兄ちゃんと仲良く育ってね

（^o^）

椎葉 愛
ま な か

海 ちゃん
尾向（向山日当下）

平成18年11月22日生まれ

おとうさん：辰徳 さん
おかあさん：幸代 さん

歌とダンスが大好きな愛海。こ
れからもみんなを笑わせてくれ
る優しい女の子でいてネ。

11

　昭和38年結成。多いときで50人を超えた部員
数も現在は３年生３人のみ。12月の平寿園での
演奏が吹奏楽部最後の発表会。感謝の気持ちを
フルートに込め、癒

いや

しのメロディーを奏
かな

でます。


